
＜主催＞
 

● お申し込みは出演能楽師、または金春円満井会までどうぞ。
● 上演中の無断撮影、録音、録画は固くお断り申し上げます。
● 出演者、曲目は都合により変更される場合があります。
　 あらかじめご了承ください。

令
和
五
年
六
月
十
日（
土
）

ホームページアドレス
https://www.komparu-enmaikai.com/

公益社団法人

〒167--0042

FAX03-6913-6714 03-6913-6775電話

金春円満井会
東京都杉並区西荻北 2--27--7 アルファ西荻窪 2 F

k omp a r u - emma i k a i

Sat.,Jun.10  2023 /  ①12:30～  ②14:30～  ③16:30～18:00 / 1stage ¥3000, 1day ¥7500（1stage ￥1000 for 25years old or younger）
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＜TYoshikawa/STakahashi＞

葵 上（あおいのうえ）

　舞台の正面前方の床に小袖が置かれる。小袖は左大臣邸で物の気に取り憑かれて重い病に伏せっている葵上である。廷臣も集い、左大
臣の息女にして光源氏の正室である葵上の容態を憂慮している。照日の神子が梓弓を鳴らして物の怪を誘い出すと、破れ車に乗って高貴
な女性があらわれる。貴女はさめざめと泣いている。誰にともなく優雅に、怒りを滲ませながら、この世を憂い、昔を懐かしみ、愛の衰
えを嘆き、近づいてくる。そして自ら「これは六条御息所の怨霊なり」と正体をあかす。光源氏への愛執に懊悩し、車争いで葵上に受け
た恥辱が蘇った御息所は、怒りが炸裂して病床の葵上に襲いかかり、形相を変じて破れ車に乗りこむ（後見座で物着）。
  物の気の正体が判明して、霊験に優れた横川の小聖が呼ばれる。悪鬼となった御息所は小聖の加持祈祷を凌駕しにかかるが、法華経読誦
に心を和らげ成仏の身となった。
　六条御息所は亡き東宮と子をなした妃である。女性の最上位を約束された身として、他人のために軽んじられたり動揺する自分が許せ
ない。自らを眺め、自らを知り、自らを破って、御息所は束の間、成仏を得る。 （森）

や

杜 若（かきつばた）

　舞台は三河国八橋（現在の愛知県知立市八橋町）。旅の僧（ワキ）が今を盛りと沢辺に咲く杜若に見とれていると、一人の女（シテ）が現れ、
ここは伊勢物語にも記された杜若の名所・八橋の里と教える。続けて、在原業平が『かきつばた』の五文字を句の上に置き、「からころも 
きつつなれにし つましあれば はるばるきぬる たびをしぞ思ふ」と恋慕を詠んだ和歌を紹介し、杜若は業平の形見の花と昔を偲ぶ。日も
暮れ、一夜の宿を貸そうと女は僧を自らの庵へと案内する。
　僧が休んでいると、女は美しい唐衣を着、透額（前額部の髪の生え際が透いて見える模様の入ったもの）の冠を戴いた姿で現れる。杜
若の歌は、高子の后への想いを唐衣に託して詠んだもの。この唐衣こそ高子の后の品、冠は業平のもの。そして、自分は歌に詠まれた杜
若の花の精と素性を明かす。杜若の精は業平の歌を讃え、舞を舞いはじめる。業平は歌舞の菩薩の化身。迷える人々を救うべく、仮にこ
の世に現れた。その歌は非情の草木をも救いに導く力がある。伊勢物語に記された業平の歌を引きながら、歌の功徳で草木の身ながら成
仏が叶ったことを明かし、夜明けと共に消えていった。 （柏崎）

すきびたい

たかきこ

　熊谷次郎直実は源平の合戦の折にまだ少年であった平敦盛を手にかけたことを機に出家し、いまは蓮生法師（ワキ）と名乗っている。
法師が敦盛の菩提を弔うため一の谷を訪れると、草刈男（前シテ・ツレ）たちが笛を吹きながら現れる。男たちは樵歌牧笛の故事などを語
り立ち去るが、ひとりだけ残り法師に十念を請う。法師が名を訪ねると「あなたが明け暮れに回向している相手こそ、私なのですよ」と
告げ姿を消す。
　所の者（アイ）に話を聞いた法師が夜すがら念仏していると、平敦盛（後シテ）が在りし日の姿で現れる。弔いを感謝し、平家の短い栄華
や、都を落ち須磨へ逃げ延びる様子を語る。また、合戦前夜に父である経盛が人を集め今様を歌い管弦の宴を催した時の敦盛の笛の音
は、源氏方にいた直実（蓮生法師）まで届いたのであった。その様子を思い出しながら敦盛は舞を舞う。その翌日に舟に乗り遅れついには
直実に首を取られた様子を再現して見せながら、しかし今は「敵にてはなかりけり」と言いなお回向を頼みつつ消え失せるのであった。
　修羅物の中でも、シテが少年であること、ワキとは直接の敵でありながら最後には仏の教えをもって恩讐を超えた関係となることな
ど、とても清々しい曲です。
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